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研究成果の概要（和文）：スズメバチセンチュウに寄生されたキイロスズメバチ女王は不妊にな

ることが知られていた。この研究で、スズメバチセンチュウはキイロスズメバチのほかにオオ

スズメバチとチャイロスズメバチの 3 種の大型スズメバチに寄生することが明らかになった。

また、この線虫は北海道、関東、九州から検出された。さらに、スズメバチセンチュウは次世

代のスズメバチ女王の越冬場所で感染することが明らかになった。スズメバチセンチュウは、

攻撃性の強いオオスズメバチやキイロスズメバチに寄生すること、日本本土に広く分布してい

る可能性が高いこと、感染場所が明らかになったので人工感染の可能性が開けたこと、を考慮

して、この線虫のスズメバチに対する生物的防除素材としての能力は高いと評価した。 
 
研究成果の概要（英文）：Recently, we found an insect-parasitic nematode from the queen of 
common hornet, Vespa simillima, from Hokkaido and described it as a new species, 
Sphaerularia vespae. We also confirmed S. vespae sterilizes the queen hornets. In this 
study, we examined the host range, geographical distribution and life history of the 
nematode. Then we clarified that S. vespae parasitizes V. mandarinia and V. dybowskii in 
addition to V. simillima among seven species of Japanese hornets, (Vespa spp.); inhabits 
three Japanese main islands (Hokkaido, Honshu, and Kyushu); and infests gynes 
(potential queens of next generation) in their hibernation site. In consideration of its hosts 
including two most dangerous species, V. mandarinia and V. simillima, its wide 
geographical distribution in Japan and its infection route, we concluded that S. vespae is a 
promising candidate for the biological control agent of hornets. 
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１．研究開始当初の背景 
 スズメバチによる刺傷被害は後を絶たず、
新たな防除技術の開発が求められていた。近
年、研究代表者らは、キイロスズメバチ女王
を不妊にするスズメバチセンチュウを北海
道で発見した。スズメバチによる刺傷被害の
ほとんどは女王が生産する働きバチによっ
て引き起こされている。つまり、スズメバチ
センチュウは女王を不妊化することで働き
バチの数を減らしていることになる。したが
って、この線虫をスズメバチに対する潜在的
な生物的防除素材として評価する必要があ
った。 
 
２．研究の目的 
（1）スズメバチセンチュウがキイロスズメ
バチ以外の大型スズメバチ（スズメバチ属）
に寄生するのかどうか、北海道以外にも分布
するのかどうか、すなわち、この線虫の宿主
範囲と地理的分布を明らかにすることを目
的とした。 
 
（2）スズメバチセンチュウを生物的防除素
材として利用するための基礎的知見を得る
ため、この線虫の感染場所を明らかにするこ
とを目的とした。 
 
（3）スズメバチセンチュウのスズメバチに
対する生物的防除素材としての能力を評価
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）我が国に生息する 7種の大型スズメバ
チ女王を各地で採集して解剖し、スズメバチ
センチュウの寄生の有無を調べた。 
 
（2）スズメバチセンチュウはスズメバチ女
王にだけ寄生するので、感染場所を次世代女
王の越冬場所と推定し、線虫に寄生された女
王が越冬場所に飛来して次世代女王への感
染源となる線虫を放出するかどうか観察し
た。また、次世代女王への感染源となる線虫
を放出した場合、冬季に越冬中の女王を採集
して線虫の寄生の有無を調べた。 
 
（3）スズメバチセンチュウの宿主範囲、地
理的分布および感染場所を総合的に考慮し
て、この線虫のスズメバチに対する生物的防
除素材としての能力を評価した。 
 
４．研究成果 
（1）スズメバチセンチュウは、関東と九州
のオオスズメバチ、北海道と関東のキイロス
ズメバチおよび北海道のチャイロスズメバ
チから検出され、宿主範囲と地理的分布が明
らかになった（表 1）。 

表 1 各地で採れたスズメバチの種類とスズメバ

チセンチュウの寄生の有無 

 

種名* 北海道 関東 九州 西表島 

 

オオ × ○ ○ － 

キイロ ○ ○ × － 

コガタ × × × × 

モン × △ × － 

ヒメ － × × × 

チャイロ ○ △ － － 

ツマグロ － － － × 

 
*種名に続く「スズメバチ」部分を省略した（オオ

はオオスズメバチを意味し、以下同様）。 

○スズメバチセンチュウ確認、×未確認、△未調

査、－宿主が分布せず。 

 
 
（2）キイロスズメバチ女王の越冬場所であ
る朽木の前で観察したところ、スズメバチセ
ンチュウに寄生された女王が飛来し、次世代
女王への感染源となる線虫の幼虫を放出し
た（図 1）。スズメバチセンチュウ幼虫が脱出
した朽木から冬季に採集した次世代のキイ
ロスズメバチ女王を解剖したところ、この線
虫の寄生が確認された。これらから、スズメ
バチセンチュウの感染場所は、次世代のスズ
メバチ女王の越冬場所であることが明らか
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 キイロスズメバチ女王の腹部末端から
脱出するスズメバチセンチュウ 幼虫（白丸
内の白いひも状の束）。 
 
 



（3）スズメバチセンチュウは、攻撃性の強
いオオスズメバチやキイロスズメバチに寄
生することが明らかになった。また、西表島
からはこの線虫は検出されなかったものの、
北海道から九州まで検出されたことから、日
本本土に広く分布するものと推測された。こ
のことは、地元産のスズメバチセンチュウを
生物的防除素材として利用できる可能性が
高いことを示している。さらに、スズメバチ
センチュウの越冬場所が明らかになったこ
とから、この線虫を感染場所である次世代の
スズメバチ女王の越冬場所に散布すれば人
工的に感染させることができる可能性が示
された。これらから、スズメバチセンチュウ
のスズメバチに対する生物的防除素材とし
ての能力は高いと評価した。 
 
５．主な発表論文等 
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ホームページ等 
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所第 35 回森のセミナーで「スズメバチに刺
されないために」と題する講演をし、内容が
地方テレビ局で放映された。 
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